
生物的防除郡会ニュース No。30

平成 18年 9月 22日 発行

講演会のお知らせ

下記の日程にて生物的防除部会の講演会を開催致します。会員の皆様のご参加

をお待ち致します。

日時  平 成18年 10月 12日 (本) 年 後3時 ～

場所  東 京震業大学世日谷キャンパス2号 館3階

国際震業開発学科会議室

講演  演 題1. 「 IPMの 普及 ・定着～これまでの取組と今後の課題～」

農林水産省消費・安全局植物防疫課  中 森 茂 氏

演題2. 「 企業から見た微生物震薬の研究開発」
クミアイ化学工業株式会社 研究開発着B

研究開発部長  永 山孝三氏

なお、講演会終了後には、講演者を囲んでの懇親会を予定しています。是非
ご参加ください。
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平成18年 度生物的崎除部会第 12回 総会報告

日時 平 成18年 6月 1日

午後3時 ～3時 30分

場所 東 京震業大学2暑 館3階

国際腱業開発学科会議室

出席 約 30名

議題 1.平 岡部会長が平成17年 度事業報告を

行い、全員賛成にて承認された。

事業内容 :部総会1回、幹事会4回 、

講演会3回 、部会ニュース発行3回 。

2.平岡部会長が平成17年 度会計報告を行

い、出中監査役が驚査報告を行い、全員

賛成にて承認された。

3.会長、副会長、幹事の任期満了により、

役員改選を行い、新役員を選出した。

新会長 :桝井昭夫 (前副会長)

副会長 :和国哲夫 (前幹事)

平成 17年 度会計報告

収入の部

幹 事 :平岡行夫 (前会長)

内藤 鷺 (留任)

河含省=(留 任)

出中 聡 (留任)

根本 久 (習任)

小川欽也 (雪任)

大浮寅等 (留任)

監査  出 中 聡 (兼任)

庶務  足 達太郎 (前幹事)

竹内将俊 (留任、9月 より海外

留学)

4.桝井新部会長が平成18年 度事業計画報

告を行い、全員賛成にて承締された。

事業計画 :部会総会1回 、幹事会4回 、

謡潰会3回 、米オレゴン州立大ジェプ

ソン教授による特別講渡会1回 、部会
ニュース発行3□ 。
5.桝井新部会長が平成18年 度予算案報告

を行い、全員賛成にて承認された。

平成 18年 度予算報告

収入の部

項 目 揮落 姫海
差 額 億 き

Bl」年度擦

超
181022 181622 0

会受 弱 000 315000 ▲ぃ
法人 15社 、何人 3名

雑収入 16000 3子 ∞ 1 21Ю01 想親会,加 費 ・利子

効成金 的 的 1をン■唖 945098 鶴台研究所より助成

計 62622 71■ 721 96099

項 目
不年度

予算

前年度

予算
億 者

副年度繰

越
215286 181● 22

会賓 316∞ ee5,000 法人 15社 、何人3名

雑収入 鍋 m 16000 秘親会●加費 ・利子

助成金 206000 的 000 総合研究所より駒虜

計 760286 62622

支出の吉8

項 目 鞭謝
本年度

決算
差 額 億 者

ニュース発行

費
106000 99,999

▲

１
原稿A・ 8集 責

会議費 lm 6600 5α 洵 資料印刷 会鶴食事代

通信費 鍋 m 鍋 530 a6eO 路演会索内 `ニュユ発送

懇親会費 90000 73碑
▲

1範 1

講師謝金 150000 207221 57221 船演料・交通旅費

交通費 1軸 000 ∞ ▲的
幹事 湾師交通費

雑費 5α 洵 ■976 2976 ]ビー〕―ド ・印刷祇代

予億費 輪 022 0 亜 22

計 622622 範 430 Ⅲ2子187

支出の書B

項 目 中落 鵡落
備 者

ニュース発行

費
106000 1∞ 000 感硝料 ・想彙費

会議費 10m 1 , 0 0 0 資料印刷・会観食事代

通信表 的 m 鉛 000 静演会案内 こ■―ス発送

懇親会費 的 m 96000

講師謝金 範 的 leclm 臓演料 ・交通旅費

交通費 的 m lCて】CXメD 幹事交通R

雑費 lQ∞ 5000 ]ビー〕―ド ・印刷概ft

予憶費 100286 輸 222

計 760286 e22622
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ハモグリメヾ工をめぐる話題
静岡大学農学部 西 東 カ

かつてハモグリバエ類はマイナー書虫と

みなされていた。この認識を一変させたの

が 1990年 に発生し、野菜と花きに壊減的

な被害を与えたマメハモグリパエである。

その後もトマトハモグリバエとアシグロハ

モグリバエがあいついで確認され、ハモグ

リパエの恐ろしさを改めて実感させられて

いる。その一方で土警種のすモグリバエも

各地で多発しており、外来種と土着種のダ

ブルパンチを受けている。ハモグリバエ類

はいまや最重要害虫のひとつとなつている。

1.国 際化と外来害虫

静岡県の揚台、過去 30年 間に主要なも

のだけでも 13種 もの農業書虫さ&入 して

いる。古くはオンシツコナジラミ (1974

年)、近年ではシルバーリーフコナジラミ

(1990年 )、ミカンキイ回アザミウマ

(1991年 )な どがそうであるが、ここで

紹介するいくつかのハモグリパエもこうし

た外来の書虫である。

桐谷 (2002a)に よると、我が国に定書

した外来毘虫は過去 100年 間で2∞ 種を

超える。外来毘虫の伸び率が急勾配になつ

たのは 1970年 代以降のことであり、時を

同じくして輸入農産物も急増している。外

来の農業雷虫は種苗や球根とともに持ち込

まれるケースが最も多いことからも(桐谷、

2002b)、 農業の国際化を抜きに富虫問題

を語ることはできない。輸入農産物からは

今もハモグリバエ類が発見されており (香

日井ら、2001)、 水際で侵入阻止の努力が

払われている。

2.話 題のハモグリバエ

冒頭で述べたとおり、1990年 のマメハ

モグリブヽ工の発生を皮切りに、1999年 に

トマトハモグリバエ、2001年 にアシグロ

ハモグリバエがあいついで発生した。これ

ら3種 の共通点は侵入当初からきわめて高

度の薬剤抵抗性を示したことであり、この

ことが問題化の最大の原因である。
一カ、土警のすモグリノヽ工もここ 10年

ほど全国各地で多発している。本種はエン

ドウハモグリバエとも呼ばれていたように、
エンドウを栽嬉すると決まつて発生する書

虫であったが、かつてはマイナー害虫とみ

なされてきた。ところが、近年のすモグリ

バエは高度の薬剤抵抗性を示し、そのレベ

ルはマメハモグリバエやトマトハモグリバ

エに匹敵する (Saito,2(X)4)。

このほか、野菜ではナスハモグリバエと

ネギハモグリバエが知られるが、薬剤に対

する感受性は高く、重要度は低い。

3.コ スモポリタン書虫の特性

広食性、非体眠および薬剤抵抗性の3つ

の特性を併せ持つことがコスモポリタン害

虫としての要件と考えられる (第1図 )。た

とえば、マメハモグリパエ、トマトハモグ

リバエおよぴアシグロハモグリバエは世界

的な重要種であり、この3つ の特性を併せ

持つている。アザミウマについても、世界

に広く分布するミカンキイロアザミウマや

ミナミキイロアザミウマはこの3つ の特性

を兼ね傭えている。これに刈し、重要度の

比較的低いナスハモグリバエは薬剤抵抗性

が未発達であり、ネギハモグリバエも寄主

植物の範囲が狭く、薬剤感受性は比較的高
い。
コスモポリタン害虫が顕在化している背

景には施設栽婚の拡大がある。すなわち、

施設栽嬉では一定以上の気温に保たれ、さ

まざまな捜作物が一年中栽嬉される。しか

も、薬剤の投下景は多い。コスモポリタン

書虫の特性はこうした栽嬉環境によく含致

している。

4.リ サージェンス

薬剤抵抗性のハモグリバエでは、薬剤

を散布すると天敵寄生蜂だけが排除され、

その結果、ハモグリパエは野放し状態とな

つて大発生する(リサージェンス)。しかし、

裏を返すと、リサージェンスを起こす害虫

ほど土巻の天散がよく働いていることを証

明していることになる。こうした書虫では

土誉天敵の利用に目を向けるべきである。
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5.生 物農薬と土着天敵

3種 の寄生蜂 (イサエアヒメコバチ、
ハモグリコマユバチバエ、ハモグリミドリ

ヒメコバチ)が ハモグリバエの生物農薬と

して市販されている。また、土着寄生蜂で

あるカンムリヒメコバチの放飼試験も行わ

れている。これら寄生蜂を用いた防除試験

の結果をみると、導入直後は当該寄生蜂に

よる寄生率は高いが、しばらくすると土着
の寄生蜂が優占するようになる (西東ら、
1995)。 土彗天敵がきわめて豊目なわが国

では、栽賠初期は生物農薬に、その後は土

善天敵に委ねるのもひとつの者え方であろ

う。

上着天敵の利用に当たっては、天敵寄生

蜂に対して影響のJ さヽい殺虫剤の選択が重

要となる (西東ら、1996)。 また、エンド

ウマメのナモグリバエに奇生した寄生蜂を
エンドウマメごとトマト栽嬉温室内に投入

し、トマトハモグリアヽ工の防除に利用する

手法も検討されている (土井ら、2006)。

6.研 究動向

(1)ナ モグリブヽ工異常発生の原因

ナモグリバエのリサージェンスに拍車

をかけているのが気候温暖化とみられる

(西東、2(X)4)。桐谷 (1991)に よると、

発育零点が低い昆虫ほど温暖化によって世

代数を増やす。すモグリバエの発育ゼロ点

は6℃ と低く (戸川 ・水越、1998)、 秋か

ら香ほかけて発生することから、暖寒は本

種の世代数を大幅に増加させていることが

考えられる。一方、天敵も寄主に同調して

世代数を増やすが (桐谷、1991)、 薬剤抵

抗性の書虫の揚含は、薬剤の捜下によって

天敵は排除され、書虫だけが増えてしまう。
つまり、気候温暖化はすモグリバエのリサ
ージェンスをさらに激しいものにしている

可能性がある。

(2)ハ モグリバエの種の置換

近年、マメハモグリバエの発生は著しく

減少してしヽるが、この原因をトマトハモ

グリバエとの種間競争(価丸・阿古B、2003)

や種間交雑 (最叉kamatt et al.,2005)、あ

るいは輸入天敵の防除効果の違い (阿郡、

2006)の 面から説明しようとする研究が

行われている。すなわち、マメハモグリバ

エはトマトハモグリパエと置き換わつたと

いうのである。しかし、マメハモグリバエ

の発生が早かつた静岡県の場合、トマトハ

モグリバエが発生する6、 7年 も前にマメ

ハモグリバエが減少し始めており、置換の

様相は認められない。
これまでの侵入彗虫をみると、当初は多

発するものの、やがて減少するものが多い。
マメハモグリバエも同じ道をたどつている

とみられ、トマトハモグリバエもほどなく

減少し'台めるものと考えられる。しかしな

がら、侵入害虫を衰退させるメカニズムは

不明である。
(3)細 胞内共生微生物

細胞内共生微生物ボルバキアは、産llL

性単為生殖、雄殺し、細胞質不利含性など

生殖にかかわっている。静岡県ではボルバ

キアに感染したマメハモグリブヽ工と非感染

のマメハモグリパエが混在し、雌雄の組み

合わせによっては細胞質不利合性を示す

(Tagarni et al.,2006a)。
ハモグリバエ類からは 30種 以上の督

生蜂が報告されている (小西、1998)。 生

物農薬として市販されているハモグリミド

リヒメコバチの産雌性単為生殖は細胞内に

共生するリケッチアの働きによるものであ

る (萩森ら,2005)。 ほかの寄生蜂からも

細胞内共生微生物が検出されているが

(Tagami et alⅢ 2006b)、 詳細は不明で

ある。

アサ
｀
ミ,マ奏頁

ク,ハ
｀
ネアサ
｀
ミウマ

ハモタ
｀
リハ
S

マメハモタ
｀
リハ
｀
エ

棚僻彊
薬剤抵抗性

ネキハ`モタ
｀
リハ`

第 1図 アサ
｀
ミウマ類とハモクリハ`工類の生理生態的特性 雲H辞

内は重要種
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震薬と天敵生物との関係の管理

(Paul C.Jepson教 授講演の概要)

埼玉県農業総含センター園芸研究所 副 所長 根 本 久

講演の概要

総合的病書虫雑草管理 (IPM)及 び生

態善性学の世界的権威として知られる米国

オレゴン州立大学総合的植物保護センター

所長ポール ・C。 ジェプソン教授が、7月

30日 から8月 12日 まで来日した。教授

は8月 6日 から12日 まで神戸で開催され

た国際純正応用化学連含tUPACl神 戸大会

参力Bの途上に、埼玉県農林総含研究センタ
ー園芸研究所、東京農業大学、中央農業総

含研究センター及び農業環境技術研究所を

訪間し、8月 1日 に東京農業大学で 「震

薬と天敵の相互作用の管理」をテーマに講

演を行つた。講演の内容は以下のとおりで

ある。

農薬のリスク軽減のためには、農薬リス

クの理解、IPMに よる問題解決法の開発、

農薬インパクトの減少、生物的防除の増強

といつた過程を通した 「生物学に基づく |

PMへ の移行」が必要である。生物学に基
づいた lPMは 、戦術としての天敵への農薬

インパクトの減少及び天敵個体群の保護 ・

増強の2つ の戦略を要求している。米国で

は農薬のリスクを減らす各種の施策が進め

られている。

農薬使用の問題

甜業を加書するアプラムシに薬面散布さ

れる有機リン剤は散布畳のO.00000

8%し かアプラムシに到達せす、豆のアブ

ラムシに薬面散布される有機リン剤は散布

曇の0,03%、 最も効率が良いサパクト

ビバッタヘのデル ドリンの空中散布でも

6%し か、ターゲットの書虫に到達してい

ない。ドリフトした薬剤は表流水への混入

など、環境汚染を31き起こす。オレゴン

州の Clackamasサ 11での薬剤を調査すると、

Atropine,Diazinon,Simazine・ Diuron,

Metolachlorと言つた、除車剤や殺虫剤が

高い頻度で検出される。その結果、カゲロ

ウ、カワグラ、トビケラと言つた薬剤感受

性の高い水生生物の減少が認められる

(http://pubs.usgs.gov/wri/wri01 407

7/)。薬剤処理は野生生物生患地や農生態系

の多様性喪失に関連してしヽる。英国での農

村地域の野生生物の個体群密度の変化を見

ると、対象生物の広い薬剤の影響は、下等

動物や植物で減少が目立ち、 トンポやメヽッ

タなどの減少が報告されている。

IPMに よる問題の解決

米国では、生産者自身がより良い情報を

入手しやすいように、改善された意志決定

のサポート・ツールが用意されている。病

害虫雑車に関する情報はインターネットで

公開されており(http7んpmnet"org)、アク

セス件数は毎年増力Bしている。さらに、金

米6,300ヶ 所以上の気象観測所のオン

ラインデータを活用した病醤虫雑車の生長

モデルの結果を、生産者自信が取り出せる

ようになつている (図1)。このモデルのツ

フトは公開されていて、リナックス上で

稼動できるとのことで、我が国でもその利

用が期待される。こうした情報提供と併せ、

選択的薬剤と天敵保護戦術を採用すること

により農薬のインパクトを削減する。

慶薬インパクトの肖」減

農薬インパクトを肖J滅するためには、サ

イドエフェクトのメカニズムの理解が必要

で、短期のリスクは、華性や暴露量の測定

値から推定し、ほ揚検定を実施し確調する。

薬剤のインパクトは天敵と農業景観構造に

よっても影響を受ける。室内検定の結果は、

局所的な結果を予測するばかりでなく、農

薬登録のためのデータや IPM普 及のため

講演するジェプソン博士
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のデータベースとして活用できる。

長期のリスクは、個体群の状態及びその

トレンドを監視し、薬剤暴露後の回復率を

測定、長期結果をモデル化する。養性の強

くない薬剤が広大な地域に適用されると、

長期効果を]1起こし得る。

麗業及び天然資源管理の形式

欧米では一般的なことであるが、従来の

農業を採用せすに環境にやさしい農業を実

施すると政府から補助金を受け取ることが

できる。例えば、米国オレゴン州では小麦

農家は数百ヘクタール規模となるが、それ

らの農家は環境にやさしい農業を実施する

ことにより数億円の補助金を受け取つてい

る。これは、流域規模の戦略的開発、天敵

の多様性の認識、危機に瀕した環境を減ら

して地域の天散生患地を回復し、栽嬉者を

大きな天敵保護プログラムにヨ|き込むなど、

農業及び天然資源を管理 ・保全する。その

戦幡は、農村社会における生物多様性の強

化、非耕作地を天敵の生患地とし、それら

を有機的に配置する、耕作地を広げるより

はむしろ産業生産性を増加させる、農村地

域での薬剤インパクトの最小化、震場での

上、水及び植物資源の管理強化、震生簿系

を自然生態系に模倣するように修正。

ほ揚ごとの管理法としては、ほ揚境界部
への天敵温存植生の設置、薬剤散布の減少、

ほ揚内の天敵贈殖植生の設置がある。ほ揚

図1 気 象データを基に病密虫雑車の生
長を予測するモデル
(全米6,300ヶ 所以上の気象データが使われて

いて、生産者は自分の地域の予測値を得ることが

でき、データは 15分 毎のリアルタイムで更新さ

れる。)
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境界部の天敵温存植生やヘッジロウは、捕

食者がそこで越冬したり、境界部からほ揚
ほ再定書したりする。天敵の生患地の配置

は、高い分散能力を有するサラグモ類の分

散にも影響する。地域規模 (日本の国家規

模に相当する)の 管理としては、多数の農

場または流域規模の農村地域生物多様性計

画が実施され、農村地域に天敵増殖ほ揚が

設置されている。

発行 東 京 農 業 大 学 結 合 研 究 所

生物的防除部会  (代 衰 桝井昭夫)

T 156-8502

東京都世田谷区桜丘1-1-1

TEL 03-5477-2411(1直 通)

FAX 03-5477-4032

E…MAIL t3adattOnodaLacJp

heaher stュ 商店


